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正
治
二
年
、後
鳥
羽
院
が
二
十
三
名
に
詠
ま
せ
た『
正
治
初
度
百
首
』は
、

全
員
の
百
首
を
収
め
た
所
謂
編
纂
本
の
他
に
、
出
詠
者
個
人
別
の
百
首
歌

が
、
家
集
中
に
あ
る
の
と
は
別
に
、
単
独
で
伝
存
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

『
前
斎
院
百
首
』も
そ
の
よ
う
な
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。式
子
内
親
王
の「
正

治
百
首
」
は
、
家
集
の
最
後
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
百
首
歌

は
家
集
、
編
纂
本
、
個
人
百
首
の
三
箇
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

武
井
和
人
氏
は
、『
式
子
内
親
王
集
』
伝
本
研
究
の
成
果
と
と
も
に
、

こ
の
『
前
斎
院
百
首
』
に
つ
い
て
も
九
本
を
紹
介
し
、
内
題
と
、
編
纂
本
、

家
集
、
新
古
今
集
と
の
本
文
異
同
と
か
ら
二
系
統
に
分
類
し
て
い
る

（
（
（

。
ま

た
、『
前
斎
院
百
首
』
は
、
現
存
『
正
治
百
首
』『
式
子
内
親
王
集
』
及
び

そ
れ
ら
の
祖
本
か
ら
わ
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
第

一
類
と
第
二
類
も
そ
の
出
自
が
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
現

存
の
『
前
斎
院
百
首
』
は
、『
正
治
百
首
』『
式
子
内
親
王
集
』
と
何
ら
か

の
接
触
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
を
述
べ
た
う
え
で
、『
前
斎
院

百
首
』
の
異
文
は
式
子
自
身
の
推
敲
の
形
跡
を
と
ど
め
る
も
の
で
あ
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
興
味
深
い
結
論
を
提
出
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
扱
う
『
前
斎
院
百
首
』
の
一
本
は
、
縁
あ
っ
て
架
蔵
と
な
っ
た

も
の
で
あ
る
が
、
武
井
氏
が
第
二
類
の
最
後
に
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て

い
る
ま
さ
に
そ
の
本
で
あ
る
ら
し
い
。

　

⑨
井
上
通
泰
氏
蔵
伝
後
柏
原
院
宸
筆
本
…
…
【
井
】

　
　

�

井
上
氏
『
南
天
荘
墨
宝
』（
春
陽
堂
＝
昭
5
・
2
）
に
、
巻
頭
半
丁
分

の
写
真
版
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
所
在
は
不

明
。
以
下
、
井
上
氏
の
解
説
文
を
同
書
よ
り
引
用
す
る
。

　
　
　

�
外
題
萱
斎
院
百
首
、
内
題
前
斎
院
百
首
御
哥
、
所
謂
貼
葉
本
（
武

井
曰
、
列
帖
装
ノ
謂
歟
）、
墨
付
十
三
葉
半
、
一
葉
の
大
さ
縦
八
寸

三
分
（
約
25
・
1
糎
）、
横
五
寸
三
分
（
約
16
・
1
糎
）

再
発
見
さ
れ
た
『
前
斎
院
百
首
』
に
つ
い
て

 

奥
　
野
　
陽
　
子
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�

み
ね
の
雪
も
ま
だ
ふ
る
と
し
の
空
な
が
ら
か
た
へ
か
す
め
る
は

る
の
か
よ
ひ
ぢ

　
　
　

を
以
て
始
ま
り

　
　
　
　

�

君
が
代
は
ち
く
ま
の
川
の
さ
ざ
れ
石
の
こ
け
む
す
い
は
と
な
り

つ
く
す
ま
で

　
　
　

を
以
て
終
れ
り

　
　
　
（
略
伝
ア
ル
モ
略
ス
）

　
　
　

�

此
一
冊
は
余
一
見
し
て
後
柏
原
天
皇
の
宸
翰
と
鑑
定
せ
し
が
更
に

猪
熊
信
男
君
の
一
覧
を
煩
は
し
し
に
同
じ
く
後
柏
原
天
皇
の
御
筆

と
断
定
せ
ら
れ
き
（
前
掲
書
一
二
九
～
一
三
〇
頁
）

武
井
氏
は
「
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
写
真
版
か
ら
も
、
室
町
期
の
書
写
と
目
さ

れ
、
管
見
の
限
り
で
は
最
古
写
本
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

一
、
伝
来

　

井
上
通
泰（
慶
応
二
年1866

～
昭
和
一
六
年1941

）は
、『
万
葉
集
新
考
』

な
ど
を
著
し
た
国
文
学
者
で
、
歌
人
、
医
師
で
も
あ
っ
た
。
儒
医
松
岡
操

の
三
男
、
民
俗
学
者
柳
田
國
男
は
実
弟
の
一
人
で
あ
る
。
号
を
南
天
荘

と
い
っ
た
。『
南
天
荘
墨
宝
』
解
説
に
登
場
し
て
筆
跡
を
、
井
上
氏
の
判

断
を
肯
っ
て
後
柏
原
天
皇
宸
筆
と
極
め
て
い
る
猪
熊
信
男
（
明
治
一
五
年

1882

～
昭
和
三
八
年1963

）
は
、
有
職
故
実
家
、
古
文
書
・
古
典
籍
収

蔵
家
で
、
書
屋
号
を
恩
頼
堂
文
庫
と
称
し
た
人
で
あ
る
。
本
書
に
は
猪
熊

信
男
の
鑑
定
を
伝
え
る
井
上
通
泰
の
メ
モ
と
覚
し
き
一
葉
が
添
付
さ
れ
て

い
る
。

　
　

大
正
十
一
年
五
月
十
八
日
附
猪
熊
信
／
男
氏
来
翰

　
　
　

�

百
首
の
御
歌
書
は
ま
き
れ
な
く
／　

後
柏
原
院
に
て
こ
と
に
御
題

書
／
う
る
は
し
く
感
じ
申
候

　
　
　

二
伸　

後
柏
原
院
宸
翰
と
の
／
御
鑑
定
誠
に
敬
服
仕
候
ヽ
ヽ
ヽ

　

井
上
氏
の
手
を
離
れ
た
本
書
は
、
あ
る
時
期
、
経
済
評
論
家
、
蔵
書

家
と
し
て
知
ら
れ
た
小
汀
利
得
（
明
治
二
二
年1889

～
昭
和
四
七
年

1972

）
の
も
と
に
あ
っ
た
。
裏
表
紙
見
返
し
に
、「
後
柏
原
天
皇
宸
翰
」

と
書
か
れ
た
下
に
「
を
ば
ま
」
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

二
、
後
柏
原
天
皇
宸
筆
の
再
確
認

　

本
書
に
は
、
井
上
通
泰
、
猪
熊
信
男
両
氏
の
後
柏
原
天
皇
筆
と
の
極
め

が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
特
徴
的
な
文
字
を
拾
っ
て
、
宸
筆
で
あ
る
こ
と
の

明
ら
か
な
も
の
と
比
較
し
、
具
体
的
に
確
認
し
て
み
た
。
今
回
、
宸
筆
と

し
て
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
次
の
資
料
で
あ
る
。

『
宸
翰
英
華
』（
思
文
閣
出
版　

一
九
八
八
年
復
刻
）
所
収
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（
1
）
189
真
如
堂
縁
起
（
真
正
極
楽
寺
蔵
）

　
（
2
）
190‌･

191
御
消
息
（
伏
見
宮
蔵
）

　
（
3
）
193
御
懐
紙
（
芦
屋
市
山
本
發
次
郎
蔵
）

　
（
4
）
194
御
懐
紙
（
京
都
市
土
橋
嘉
兵
衛
蔵
）

　
（
5
）
195
御
懐
紙
（
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
御
物
）

　
（
6
）
197
御
短
冊
（
新
潟
県
保
阪
潤
治
蔵
・
京
都
市
桂
春
院
蔵
）

　
（
7
）
199
御
謎
立
（
東
京
都
佐
々
木
信
綱
蔵
）

『
御
物 

宸
翰
』（
皇
室
の
至
宝
5 
毎
日
新
聞
社 

一
九
九
一
年
）
所
収

　
（
8
）
30
宸
筆
和
歌
（
宮
内
庁
蔵
）

　
（
9
）
31
宸
筆
和
歌
御
短
冊
（
宮
内
庁
蔵
）

　
（
10
）
32
宸
筆
和
歌
（
宮
内
庁
蔵
）

　
（
11
）
33
・
34
宸
筆
古
今
和
歌
集
（
宮
内
庁
蔵
）

　
（
12
）
147
詠
草
（
宮
内
庁
蔵
）

『
京
都
国
立
博
物
館
蔵　

宸
翰
―
文
字
に
込
め
た
想
い
―
』（
京
都
国
立
博

物
館　

二
〇
〇
五
年
）
所
収

　
（
13
）
30
大
手
鑑
宸
翰
詠
草
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）

　
（
14
）
31
著
到
懐
紙
の
う
ち
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）

　
（
15
）
32
大
手
鑑　

宸
翰
詠
草
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）

　
（
16
）
33
和
歌
懐
紙
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）　

『
泉
屋
博
古 

日
本
書
跡
』（
泉
屋
博
古
館　

二
〇
〇
七
年
）
所
収

　
（
17
）
18
和
歌
懐
紙
「
夏
日
」（
泉
屋
博
古
館
蔵
）

　
（
18
）
72
和
歌
短
冊
（
泉
屋
博
古
館
蔵
）

『
宸
翰 

天
皇
の
書
』（
京
都
国
立
博
物
館　

二
〇
一
二
年
）
所
収

　
（
19
）
92
詠
草
（
高
津
古
文
化
会
館
蔵
）

　
（
20
）
93
禁
裏
着
到
和
歌
の
う
ち
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）

　
（
21
）
94
点
取
和
歌
（
曼
殊
院
蔵
）

　
（
22
）
95
和
歌
懐
紙
（
学
校
法
人
立
命
館
蔵
）

　
（
23
）
96
真
如
堂
縁
起
上
（
真
正
極
楽
寺
蔵
）

『
時
代
を
映
す
仮
名
の
か
た
ち
』（
出
光
美
術
館　

二
〇
一
六
年
）
所
収

　
（
24
）
62

−

2
宸
翰
短
冊
帖
の
う
ち
（
出
光
美
術
館
蔵
）

　
（
25
）
72
和
歌
懐
紙
（
出
光
美
術
館
蔵
）

　
（
26
）
74
懐
紙
詠
草
（
出
光
美
術
館
蔵
）

　
（
27
）
田
中
登
蔵
短
冊

　
（
28
）
着
到
和
歌
の
う
ち
（『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
258
号
）

同
じ
宸
筆
で
あ
っ
て
も
、
書
写
対
象
や
書
写
時
期
に
よ
り
、
文
字
の
印
象

が
異
な
っ
て
み
え
る
こ
と
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
資
料

の
中
に
は
、
本
書
と
酷
似
す
る
手
跡
が
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
以
下
、

上
段
に
本
書
の
文
字
を
挙
げ
、
下
段
に
右
の
資
料
の
中
か
ら
そ
れ
に
酷

似
す
る
例
を
挙
げ
る
。
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①　

う
ち
1
ウ	

（
10
）	

（
27
）	

（
21
）

　
　

	
	

	

②　

な
る
5
オ	
（
21
）

　
　

	

③　

ひ
と
1
ウ	

（
21
） 	
　

 （
9
）

　
　

	

　
　

④　

お
も
ふ 

6
ウ	

（
11
）          　
　
　
（
13
）

　

	

　
　

⑤　

つ
さ　

6
ウ	

（
21
）

　
　

	

⑥　

ま
た　

6
ウ	

（
21
）

　

	

⑦　

と　

2
オ	

（
8
）　　
　
　
（
24
）

　
　

	

　
　
　

⑧ 

あ  

11
ウ	

（
11
）

　
　

	

⑨　

む　

1
ウ	

（
11
）

　
　

	

⑩　

そ　

8
オ	

（
8
）

　
　

	

　

こ
れ
ら
の
類
似
を
見
る
と
、井
上
、猪
熊
両
氏
の
鑑
定
ど
お
り
、こ
の『
萱

斎
院
百
首
』
が
第
百
四
代
後
柏
原
天
皇
（
寛
正
五
年1464

～
大
永
六
年

1526

）
の
宸
筆
で
あ
る
蓋
然
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、卑
見
で
は
、

や
や
気
に
な
る
点
が
あ
る
の
で

（
（
（

、
今
の
と
こ
ろ
は
留
保
し
て
伝
後
柏
原
天

皇
筆
本
と
し
て
お
き
た
い
。
書
写
年
代
は
、
武
井
氏
が
写
真
版
か
ら
の
判

断
で
室
町
期
の
書
写
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
肯
う
こ
と
が
で
き
る
。



145

三
、
伝
光
厳
院
筆
『
式
子
内
親
王
集
』
と
の
関
係

　

出
光
美
術
館
所
蔵
『
伝
光
厳
院
筆
式
子
内
親
王
集
』
切
に
は
ツ
レ
が
四

葉
発
見
さ
れ
て
い
て
、
十
六
首
あ
ま
り
の
歌
が
残
る

（
（
（

。
古
筆
切
れ
と
し
て

断
片
化
さ
れ
る
以
前
、
完
本
で
あ
っ
た
と
き
の
『
伝
光
厳
院
筆
式
子
内
親

王
集
』
を
「
伝
光
厳
院
筆
本
」
と
仮
称
し
、
計
五
葉
の
現
存
す
る
古
筆

切
を
ま
と
め
て
、「
伝
光
厳
院
筆
本
切
」
と
仮
称
す
る
。
光
厳
院
は
北
朝

第
一
代
（
百
代
目
に
な
る
）
の
天
皇
（
正
和
二
年1313

～
正
平
一
九
年

1364

）
な
の
で
、
伝
承
筆
者
を
ひ
と
ま
ず
信
ず
れ
ば
、「
伝
光
厳
院
筆
本
」

は
「
伝
後
柏
原
院
筆
本
」
よ
り
も
約
百
五
十
年
ほ
ど
も
古
い
本
だ
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

今
、
伝
光
厳
院
筆
本
切
と
伝
後
柏
原
院
筆
本
の
該
当
部
分
を
比
較
す
る

と
、
こ
の
二
本
が
非
常
に
親
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

Ⅰ　

本
文
異
同　

　

異
文
は
ま
っ
た
く
な
く
、
本
文
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

Ⅱ　

一
面
の
行
数

　

伝
光
厳
院
筆
本
切
七
行
、
伝
後
柏
原
院
筆
本
八
行
で
、
行
数
は
一
行
増

え
て
い
る
。

Ⅲ　

和
歌
と
集
付　

　

双
方
と
も
三
句
末
で
改
行
す
る
一
首
二
行
書
で
、
二
行
上
部
中
央
に
集

付
を
施
す
。

Ⅳ　

字
母
の
比
較

　

伝
光
厳
院
筆
本
切
五
葉
の
総
文
字
数
は
、
五
〇
九
字
、
う
ち
集
付
の

二
五
字
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
本
文
の
文
字
数
は
四
八
四
字
と
い
う

こ
と
に
な
る
。伝
光
厳
院
筆
本
切
か
ら
伝
後
柏
原
院
筆
本
へ
表
記
が
変
わ
っ

て
い
る
例
は
二
八
例
の
み
で
あ
り
、
九
四
％
の
字
母
が
一
致
し
て
い
る
。

　

表
記
不
一
致
の
二
八
例
の
内
訳
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

①
字
母
の
異
な
る
も
の　

二
三
例 

　

②
漢
字
か
ら
仮
名
に
開
い
て
い
る
も
の　

四
例  

　
　
（
伝
光
厳
院
筆
本
切
） （
伝
後
柏
原
院
筆
本
）

　
　
　
　

風　
　
　
　
　

→　
　

可
世

　
　
　
　

春　
　
　
　
　

→　
　

者
流

　
　
　
　

村　
　
　
　
　

→　
　

武
良

　
　
　
　

雲　
　
　
　
　

→　
　

久
毛

　

③
仮
名
を
漢
字
に
変
え
て
い
る
も
の    

一
例  

　
　
（
伝
光
厳
院
筆
本
切
） （
伝
後
柏
原
院
筆
本
）

　
　
　
　

奈
津　
　
　
　

→　
　

夏

①
の
字
母
の
異
な
る
例
の
う
ち
、
用
例
の
複
数
あ
る
も
の
に          　

　
　
　
（
伝
光
厳
院
筆
本
切
）     （
伝
後
柏
原
院
筆
本
）　

　
「
と
」　　

止　
　
　
　
　
　

→　

登　
　
　

217　

219　
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「
な
」　　

那　
　
　
　
　
　

→　

奈　
　
　

219　

221　

222　

223

　
「
み
」　　

見　
　
　
　
　
　

→　

美　
　
　

220　

222　

282

�

（
数
字
は
『
式
子
内
親
王
集
』
の
新
編
国
歌
大
観
の
歌
番
号
）

の
よ
う
な
一
定
方
向
の
書
き
換
え
が
み
ら
れ
る
。
書
写
者
が
普
段
よ
く

使
っ
て
い
る
仮
名
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
②
③
は
一
行
の
字
配

り
を
考
え
た
結
果
か
と
推
せ
ら
れ
る
。

Ⅴ　

特
徴
的
な
字
配
り
の
酷
似

Ⅰ
、
Ⅲ
、
Ⅳ
の
状
況
か
ら
も
、
伝
光
厳
院
筆
本
を
伝
後
柏
原
筆
本
が
直
接

書
写
し
た
可
能
性
の
高
さ
が
推
せ
ら
れ
る
が
、
左
上
下
写
真
の
よ
う
な
丁

面
の
類
似
を
み
る
と
、
さ
ら
に
そ
の
確
信
が
強
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
こ
の
旅
部
直
前
の
「
あ
り
明
の
月
」
の
字
配
り
の
類
似
は
偶
然
と

は
思
わ
れ
な
い
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
伝
後
柏
原
院
筆
本
は
一
面
の
行
数
を
一
行
増
や
し
た

上
で
、
で
き
る
だ
け
忠
実
に
伝
光
厳
院
筆
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
。

伝
光
厳
院
筆
本
切　

注
（
3
）
の
4

伝
後
柏
原
院
筆
本
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こ
れ
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、『
伝
光
厳
院
筆
式
子
内
親
王
集
』
の
切
だ
と

判
断
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、実
は
『
前
斎
院
百
首
』
の
一
本
の
一
部
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
伝
後
柏
原
院
筆
本
は
、
切
ら
れ
て
失
わ
れ
て
し

ま
っ
た
伝
光
厳
院
筆
の
親
本
の
全
体
像
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
資
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

四
、『
伝
光
厳
院
筆
式
子
内
親
王
集
』
は
『
前
斎
院
百
首
』
で
あ
る

　

し
か
し
な
が
ら
、『
伝
光
厳
院
筆
式
子
内
親
王
集
』
が
『
式
子
内
親
王
集
』

で
は
な
く
て
『
前
斎
院
百
首
』
で
あ
る
こ
と
は
、こ
の
伝
後
柏
原
院
筆
『
萱

斎
院
百
首
』
本
の
出
現
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
実
は
伝
光
厳
院
筆
本
切
そ

の
も
の
か
ら
も
推
定
で
き
る
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。『
萱
斎
院
百
首
』
は

そ
れ
を
確
認
し
、
そ
の
全
容
を
示
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
式
子
の
「
正
治
百
首
」
は
①
『
式
子
内
親
王
集
』
②
編

纂
本
『
正
治
二
年
初
度
百
首
』
③
個
人
百
首
で
あ
る
『
前
斎
院
百
首
』
の

三
箇
所
に
収
め
ら
れ
る
。
主
要
な
異
文
を
武
井
氏
の
分
類
を
参
考
に
し
て

比
較
し
た
表
を
稿
末
に
掲
げ
る
。
伝
後
柏
原
院
筆
本
が
、『
前
斎
院
百
首
』

第
二
類
に
属
す
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
伝
光
厳
院
筆
本
切
と
重
複
す
る
部
分
の
異
文
で
あ

る
。
前
掲
写
真
に
も
含
ま
れ
て
い
る
281
番
歌
を
と
り
あ
げ
る
。
恋
部
最
後

に
位
置
す
る
こ
の
歌
は
『
式
子
内
親
王
集
』
で
は

　

�

待
ち
い
で
て
も
い
か
に
な
が
め
む
忘
る
な
と
い
ひ
し
ば
か
り
の
有
明
の

空
と
い
う
本
文
で
あ
り
、
編
纂
本
『
正
治
百
首
』
で
も
、『
前
斎
院
百
首
』

第
一
類
で
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
り
、「
忘
れ
ね
と
い
ひ
し
ば
か
り
の
」
は

第
二
類
特
有
の
異
文
な
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
伝
光
厳
院
筆
本
は
、
伝

後
柏
原
院
筆
本
が
第
二
類
で
あ
る
こ
と
を
い
う
ま
で
も
な
く
、
第
二
類
の

『
前
斎
院
百
首
』
で
あ
る
と
判
明
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

武
井
氏
は
、
こ
れ
ら
の
異
文
が
式
子
内
親
王
の
推
敲
の
形
跡
を
と
ど
め

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
歌
に
お
い
て
も
、
そ
れ

は
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

式
子
の
「
正
治
百
首
」
恋
部
は
連
作
と
し
て
詠
ま
れ
、
強
い
忍
び
の
果

て
に
た
だ
一
度
逢
う
恋
を
創
作
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る

（
（
（

。
こ
の
歌
は
女

性
の
立
場
の
歌
だ
が
、
そ
の
た
だ
一
度
逢
っ
た
後
の
、
永
遠
の
別
れ
の
と

き
に
、
男
の
言
葉
と
し
て
、「
忘
る
な
」
も
「
忘
れ
ね
」
も
あ
り
う
る
で

あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
女
が
、「
有
明
の
空
（
月
）」
を
「
い
か
に
な
が
め

む
」
と
の
思
い
で
眺
め
る
こ
と
も
。
ど
ち
ら
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

言
葉
は
、
相
手
を
思
い
や
る
言
葉
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
と
よ
り
長

い
忍
恋
を
し
て
き
た
男
は
「
忘
れ
じ
」
と
伝
え
た
で
あ
ろ
う
。「
忘
れ
ね
」

―
忘
れ
て
く
だ
さ
い
―
は
、
そ
の
場
合
、
今
後
相
手
を
待
ち
得
な
い
女
の
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辛
さ
を
思
い
や
っ
て
の
言
葉
と
な
ろ
う
。「
忘
る
な
」
に
は
、
た
だ
一
度

の
出
逢
い
に
あ
る
自
分
の
真
意
を
、
相
手
の
女
人
に
も
理
解
し
て
も
ら
え

て
い
る
と
し
て
言
っ
た
と
い
う
相
互
性
が
あ
る
。
推
敲
の
結
果
、
式
子
は

「
忘
る
な
」
を
撰
ん
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）
と
の
関
連

　

近
年
、
原
豊
二
氏
に
よ
っ
て
『
正
治
初
度
百
首
』
の
異
本
と
し
て
紹
介

さ
れ
た

（
（
（

『
射
山
百
首
和
謌
』
と
『
前
斎
院
百
首
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
述

べ
る
。
こ
の
本
は
、
賜
題
目
録
や
、『
正
治
初
度
百
首
』
の
諸
伝
本
に
無

い
小
侍
従
の
歌
「
さ
ら
ぬ
た
に
木
曽
の
か
け
ち
は
あ
や
う
き
に
い
か
に
た

は
し
る
あ
ら
し
な
る
ら
ん
」（
射
山
百
首
・
冬
三
首
目
）
を
持
っ
て
い
る

点
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。こ
の
歌
は
、島
原
松
平
文
庫
蔵『
小
侍
従
集
別
本
』

（
小
侍
従
の
「
正
治
初
度
百
首
」
の
個
人
百
首
）
の
み
が
持
つ
歌
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
山
崎
桂
子
氏
は
、
こ
の
本
に
つ
い
て
特
に
伝
本
面
か
ら

考
察
を
進
め
、『
正
治
初
度
百
首
』
伝
本
系
統
図
を
再
提
出
し
て
い
る

（
（
（

。

　

原
氏
論
文
に「
個
別
百
首
の
方
の
資
料
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」

と
あ
り
、
山
崎
氏
論
文
で
は
具
体
的
に
、『
射
山
百
首
』
と
個
人
百
首
の

親
近
性
を
、
釈
阿
と
小
侍
従
の
歌
順
の
異
同
を
挙
げ
て
指
摘
し
て
い
る
。

端
作
に
つ
い
て
も
、
ま
た
部
立
の
順
や
表
記
に
お
い
て
も
、
流
布
本
系
と

異
本
系
は
書
式
が
異
な
っ
て
お
り
、
流
布
本
系
で
は
「
編
纂
時
に
統
一
的

に
整
然
と
整
え
て
い
る
が
、「
射
山
百
首
」
は
各
人
の
詠
進
形
態
を
概
ね

そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
私
は
該
本
を

拝
見
し
て
い
な
い
が
、
原
氏
論
文
に
式
子
内
親
王
詠
歌
の
翻
刻
が
掲
載
さ

れ
、
以
後
北
原
沙
友
里
・
原
豊
二
・
山
崎
桂
子
の
共
同
研
究
と
し
て
、『
射

山
百
首
和
謌
』
全
部
の
翻
刻
が
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で（

（
（

、
そ
れ
ら
を
参
考

に
し
て
、『
射
山
百
首
』
と
式
子
内
親
王
の
「
正
治
百
首
」
に
関
し
て
報

告
し
て
お
き
た
い
。

　

稿
末
の
異
文
対
照
表
は
79
箇
所
を
挙
げ
た
が
、
そ
こ
に
『
射
山
百
首
』

の
欄
を
設
け
た
。『
射
山
百
首
』
の
様
子
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

独
自
異
文
（
●
）�

14

『
前
斎
院
百
首
』
第
二
類
と
同
本
文
で
あ
る
場
合
（
◎
＋
▽
＋
⊿
）�

49

　
　

第
一
、二
類
の
本
文
が
明
確
に
対
立
し
て
い
る
（
◎
）�

38

　
　

第
一
類
に
、
対
立
本
文
と
第
二
類
と
同
本
文
が
あ
る　
　
（
▽
）�

9

　
　

第
二
類
に
、
対
立
本
文
と
第
一
類
と
同
本
文
が
あ
る　
　
（
⊿
）�

1

『
前
斎
院
百
首
』
第
二
類
に
対
立
本
文
が
あ
る
が
、
第
一
、二
類
共
通　
　

の
本
文
と
同
じ
で
あ
る
場
合
（
△
）�

4

『
前
斎
院
百
首
』
第
一
類
に
同
本
文
で
あ
る
場
合
（
○
）�

3

な
お
編
纂
本
『
正
治
百
首
』
は
、『
前
斎
院
百
首
』
第
一
類
の
本
文
と
も

同
じ
場
合
が
多
い
が
、『
射
山
百
首
』
と
同
本
文
で
あ
る
場
合
の
ほ
と
ん
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ど
は
『
前
斎
院
百
首
』
第
二
類
と
重
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
か
ら
は
、『
射
山
百
首
』
は
、
式
子
内
親
王
詠
の
部
分
に
つ

い
て
も
個
人
百
首
で
あ
る『
前
斎
院
百
首
』と
の
関
連
が
強
く
、そ
の
第
一
、

二
類
本
を
比
較
す
れ
ば
、
第
二
類
本
と
の
親
近
性
を
明
ら
か
に
示
し
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

〔
注
〕

（
1
）　
「
前
斎
院
百
首
攷
」『
中
世
和
歌
の
文
献
学
的
研
究
』
笠
間
叢
書
221 

笠
間
書
院　

一
九
八
九
年
七
月　

（
2
）　

た
と
え
ば
、「
の
」
と
い
う
文
字
は
、『
萱
斎
院
百
首
』
で
は
、
そ

の
多
く
が
次
の
①
の
よ
う
に
○
印
の
箇
所
の
筆
が
反
さ
れ
て
い
る
が
、

宸
筆
の
「
の
」
字
は
②
の
よ
う
に
一
気
に
筆
を
回
し
て
い
る
の
が
普
通

で
あ
る
。
ま
た
『
萱
斎
院
百
首
』
の
「
月
」
字
は
③
の
よ
う
に
○
印
の

箇
所
で
筆
が
一
度
持
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
宸
筆
の
「
月
」
字
は
④

の
よ
う
に
筆
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

① 

　

  

② 

　

  

③ 

　

  

④ 

（
3
）　

出
光
美
術
館
蔵
『
伝
光
厳
院
筆
式
子
内
親
王
集
』
切
、
及
び
そ
の

四
葉
の
ツ
レ
は
、
所
収
歌
番
号
の
順
に
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

1　

藤
井
隆
蔵
伝
光
厳
天
皇
宸
筆
四
半
切　

215
〜
218
上
句　

　
　
　

（
藤
井
隆
・
田
中
登
『
続
国
文
学
古
筆
切
入
門
』
和
泉
書
院

　
　
　
　

一
九
八
九
年
四
月
）

　

2　

出
光
美
術
館
蔵
伝
光
厳
天
皇
筆
断
簡　

218
下
句
〜
221

　
　
　

（『
出
光
美
術
館
蔵
品
図
録　

書
』
平
凡
社　

一
九
九
二
年
七
月
）

　

3　

武
井
和
人
蔵
伝
光
厳
院
筆
『
式
子
内
親
王
集
』
切
（
甲
）

　
　
　
　

225
〜
228
上
句

　
　
　

（
武
井
和
人
「
架
蔵
伝
光
厳
院
筆
『
式
子
内
親
王
切
』
二
点
」

　
　
　
　
『
研
究
と
資
料
』
第
七
十
五
輯　

二
〇
一
六
年
七
月
）

　

4　

武
井
和
人
蔵
伝
光
厳
院
筆
『
式
子
内
親
王
集
』
切
（
乙
）

　
　
　
　
　

279
下
句
〜
282
上
句

　
　
　

（
武
井
和
人
「
架
蔵
伝
光
厳
院
筆
『
式
子
内
親
王
切
』
二
点
」

　
　
　
　
『
研
究
と
資
料
』
第
七
十
五
輯　

二
〇
一
六
年
七
月
）

　

5　

式
子
内
親
王
集　

伝
光
厳
天
皇
筆
四
半
切

　
　
　
　
　

282
下
句
〜
285

　
　
　

（�

鶴
田
大
・
日
比
野
浩
信
『
歌
び
と
達
の
競
演
―
諸
家
集
・
歌
合

断
簡
集
成
』 

青

舎　

二
〇
一
四
年
九
月
）

　

�
こ
の
う
ち
、
1
、
2
、
5
に
つ
い
て
は
、
武
井
和
人
「『
式
子
内
親
王
集
』

古
筆
切
攷
」（『
中
世
古
典
籍
之
研
究
―
ど
こ
ま
で
書
物
の
本
姿
に
迫
れ

る
か
』
新
典
社
研
究
叢
書
277　

新
典
社　

二
〇
一
五
年
九
月
）
に
ま
と
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め
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
発
見
さ
れ
た
3
、
4
は
、
右
の
武
井

氏
の
論
考
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
4
）　

奥
野
陽
子
『
式
子
内
親
王
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　
二
〇
一
八
年
六
月

（
5
）　

原
豊
二「
池
田
光
政
ほ
か
筆『
射
山
百
首
和
謌
』（
林
原
美
術
館
蔵
）

に
つ
い
て
」『
山
陰
研
究
』
第
九
号　
二
〇
一
六
年
一
二
月

（
6
）　

山
崎
桂
子
「『
正
治
初
度
百
首
』
再
考
―
新
出
「
射
山
百
首
和
謌
」

（
林
原
美
術
館
蔵
）
よ
り
―
」『
国
語
と
国
文
学
』
二
〇
一
九
年
二
月
号

（
7
）　

北
原
沙
友
里
「
林
原
美
術
館
蔵
『
射
山
百
首
和
謌
』
翻
刻
―
守
覚
・

慈
円
・
静
空
―
」
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
附
属
内
海
文
化
研
究

施
設
『
内
海
文
化
研
究
紀
要
』
第
四
十
六
号　

二
〇
一
八
年
三
月
、
北

原
沙
友
里
・
原
豊
二
・
山
崎
桂
子
「
林
原
美
術
館
蔵
『
射
山
百
首
和
謌
』

翻
刻
―
式
子
・
讃
岐
・
小
侍
従
・
丹
後
・
俊
成
・
生
蓮
・
寂
蓮
―
」
同　

第
四
十
七
号　

二
〇
一
九
年
三
月　

式
子
の
翻
刻
は
原
豊
二
氏
担
当
。

『
前
斎
院
百
首
』
異
文
対
照
表　

　

 

＊
本
文
は
次
の
諸
本
を
参
照
し
た
。

　
　
　

前
斎
院
百
首
第
一
類　
　
　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
百
首
和
歌
集
成
』
二
六
五･

一
一
〇
五　

注
（
1
）
武
井
氏
論
文
の
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
玉
里
文
庫
蔵
本　

地
六
番
二
〇
八
三　

同
③

　
　
　

前
斎
院
百
首
第
二
類　
　
　

�

神
宮
文
庫
蔵
Ａ
本　

三
・
五
〇
二
九  

同
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

神
宮
文
庫
蔵
Ｂ
本　

三
・
七
九
一　

同
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

大
阪
市
立
大
学
附
属
図
書
館
森
文
庫
蔵
本　

九
一
一
・
一
四
八
・
Ｓ
Ｈ
Ｉ
・
森
文
庫　

同
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

島
原
市
立
森
岳
公
民
館
分
館
松
平
文
庫
蔵
本　

一
三
九
・
四
二　

同
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

島
原
市
立
森
岳
公
民
館
分
館
松
平
文
庫
蔵
『
哥
書
集　

雑
』
一
一
九
・
六　

同
⑧

　
　
　

編
纂
本
正
治
初
度
百
首　
　

�

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本　

五
〇
一
・
九
〇
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本　

四
五
三
・
二
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歌
番
号

  

前
斎
院
百
首

第
一
類

 
前
斎
院
百
首

第
二
類

伝
後
柏
原
院
本

前
斎
院
百
首

編
纂
本
正
治
百
首

式
子
内
親
王
集

射
山
百
首

202

あ
け
ほ
の

か
よ
ひ
ち

か
よ
ひ
ち

か
よ
ひ
ち

か
よ
ひ
ち

◎
か
よ
ひ
ち

204

は
つ
か
に

は
つ
か
に

は
つ
か
に

は
つ
か
に

は
つ
か
に

●
わ
つ
か
に

205

湖
の

に
ほ
の
う
み
や

に
ほ
の
う
み
や

に
ほ
の
う
み
や

に
ほ
の
う
み
や

◎
に
ほ
の
う
み
や

215

か
す
み
ぬ

か
す
み
ぬ

か
す
み
ぬ

か
す
み
ぬ

か
す
み
ぬ

●
か
さ
ね
ぬ

217

い
つ
く
を
も
な
き
／
い
つ

く
と
も
な
く

い
く
へ
と
も
な
く

い
く
へ
と
も
な
く

い
く
へ
と
も
な
く

い
く
へ
と
も
な
く

◎
い
く
へ
と
も
な
く

218

は
な
に

は
な
の
／
な
み
の

は
な
の

は
な
に

な
み
に

◎
は
な
の

219

は
な
は
ち
り
て

は
な
は
ち
り

は
な
は
ち
り

は
な
は
ち
り
て

は
な
は
ち
り
て

◎
は
な
は
ち
り

219

は
る
か
せ
そ
ふ
く
／
は
る

さ
め
そ
ふ
る

は
る
さ
め
そ
ふ
る

は
る
さ
め
そ
ふ
る

は
る
さ
め
そ
ふ
る

は
る
か
せ
そ
ふ
く
／
は
る

さ
め
そ
ふ
る

▽
は
る
さ
め
そ
ふ
る

222

わ
か
る
る
に

わ
か
れ
ぬ
に

わ
か
れ
ぬ
に

わ
か
る
る
に

わ
か
る
る
に

●
わ
か
な
く
に

222

ふ
ち
か
な

ふ
ち
な
み

ふ
ち
な
み

ふ
ち
か
な

ふ
ち
な
み

◎
ふ
ち
な
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
閣
文
庫
蔵
本　

二
〇
一
・
二
六
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

内
閣
文
庫
蔵
本　

二
〇
一
・
二
五
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
本　

巳
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
国
史
学
研
究
室
古
文
書
室
蔵
勧
修
寺
家
旧
蔵
本

　
　
　

式
子
内
親
王
集　
　
　
　
　

�

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
萱
斎
院
御
集
』
五
〇
一
・
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

益
田
勝
実
蔵
『
式
子
内
親
王
集
』　

�

小
田
剛
編
『
益
田
勝
実
氏
蔵
式
子
内
親
王
集
（
第
一
類
本
）
／
三
手
文
庫
蔵
式
子
内
親

王
集
（
第
二
類
本
）』
和
泉
書
院　

一
九
八
八
年
四
月

＊�

表
記
は
、
一
部
を
除
い
て
か
な
に
開
い
て
あ
る
。
歌
番
号
は
『
式
子
内
親
王
集
』
の
新
編
国
歌
大
観
番
号
。
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223

わ
け
て
や
も
ら
す

わ
き
て
や
も
ら
す

わ
き
て
や
も
ら
す

わ
き
て
や
も
ら
す

わ
き
て
や
も
ら
す

●
わ
き
て
も
や
ら
す

223
う
の
は
な
か
け

う
の
は
な
か
き

う
の
は
な
か
き

う
の
は
な
か
け

う
の
は
な
か
け

◎
う
の
は
な
か
き

224
な
き
つ
る

き
き
つ
る

き
き
つ
る

な
き
つ
る

な
き
つ
る

◎
き
き
つ
る

225

よ
ひ
の

よ
は
の

よ
は
の

よ
ひ
の

よ
ひ
の

◎
よ
は
の

226

か
た
ら
ふ

か
た
ら
ふ
／
か
た
ら
む

か
た
ら
ふ

か
た
ら
ふ

か
た
ら
ふ

●
か
た
ふ
く

227

ま
か
ふ

ま
よ
ふ

ま
よ
ふ

ま
か
ふ

ま
よ
ふ

◎
ま
よ
ふ

227

と
も
し
け
ち
て
も

と
も
し
け
た
て
も

と
も
し
け
た
て
も

と
も
し
け
ち
て
も

と
も
し
け
ち
て
も

◎
と
も
し
け
た
て
も

227

よ
を
あ
か
す
か
な

よ
を
あ
か
す
ら
む

よ
を
あ
か
す
ら
む

よ
を
あ
か
す
か
な

よ
を
あ
か
す
か
な

◎
よ
を
あ
か
す
ら
む

228

ぬ
き
み
た
れ
つ
る

ぬ
き
み
た
れ
ち
る

ぬ
き
み
た
れ
ち
る

ぬ
き
み
た
れ
つ
る

ぬ
き
み
た
れ
た
る

○
ぬ
き
み
た
れ
つ
る

230

い
ま
に

い
ま
と

い
ま
と

い
ま
と

い
ま
と

◎
い
ま
と

230

ま
く
ら
に

ま
く
ら
に

ま
く
ら
に

ま
く
ら
に
／
ま
く
ら
を

ま
く
ら
に

ま
く
ら
に

230

か
よ
ふ
／
に
ほ
ふ

に
ほ
ふ

に
ほ
ふ

に
ほ
ふ

に
ほ
ふ

▽
に
ほ
ふ

231

な
つ
の
よ
は

な
つ
の
よ
は

な
つ
の
よ
は

な
つ
の
よ
は

な
つ
の
よ
は

●
な
つ
の
よ
の

233

さ
よ
ふ
か
み

さ
よ
ふ
か
き

さ
よ
ふ
か
き

さ
よ
ふ
か
み

さ
よ
ふ
か
み
／
さ
よ
ふ
け

て

◎
さ
よ
ふ
か
き

233

と
こ

と
こ

と
こ

と
こ
／
ゆ
め

と
こ

と
こ

234

た
ま

つ
ゆ

つ
ゆ

つ
ゆ

つ
ゆ

◎
つ
ゆ

234

う
き
は

う
き
は

う
き
は

う
き
は

う
き
は

●
う
は
は

234

つ
ゆ
や
し
く
ら
む

た
ま
や
し
く
ら
む
／
た
ま

や
ち
る
ら
む

た
ま
や
し
く
ら
む

た
ま
や
し
く
ら
む
／
た
ま

や
ち
る
ら
む

た
ま
や
し
く
ら
む

◎
た
ま
や
し
く
ら
む

235

つ
き

つ
ゆ

つ
ゆ

つ
き

つ
き

◎
つ
ゆ

236

あ
き
か
せ
と

あ
き
か
せ
を

あ
き
か
せ
を

あ
き
か
せ
と

あ
き
か
せ
と

◎
あ
き
か
せ
を

237

そ
て
に

そ
て
に

そ
て
に

か
せ
に

か
せ
に

そ
て
に

240

あ
さ
ち
に

あ
さ
ち
に

あ
さ
ち
に

あ
さ
ち
に
／
あ
た
ち
に

あ
さ
ち
に

あ
さ
ち
に
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242
よ
せ
か
へ
る

か
せ
か
へ
る

か
せ
か
へ
る

よ
せ
か
へ
る
／
よ
せ
か
く

る

よ
せ
か
へ
る

◎
か
せ
か
へ
る

243
き
き
は

き
き
は

き
き
は

き
き
は

き
き
は

●
き
き
の

246

あ
つ
さ
ゆ
み

あ
つ
さ
ゆ
み

あ
つ
さ
ゆ
み

あ
つ
さ
ゆ
み

あ
つ
さ
ゆ
み

●
あ
さ
つ
ゆ
に

246

の
へ
の

の
へ
の

の
へ
の

の
へ
の

の
へ
の

●
の
へ
に

249

う
つ
な
り

う
つ
こ
ゑ

う
つ
こ
ゑ

う
つ
こ
ゑ

う
つ
こ
ゑ

○
う
つ
な
り

250

よ
な
よ
な

く
ま
な
く

く
ま
な
く

よ
な
よ
な

よ
な
よ
な

◎
く
ま
な
く

251

ふ
き
は
ら
ふ

ふ
き
む
す
ふ

ふ
き
む
す
ふ

ふ
き
む
す
ふ

ふ
き
む
す
ふ

◎
ふ
き
む
す
ふ

253

ま
く
ら
に

た
ま
く
ら

た
ま
く
ら

ま
く
ら
に

た
ま
く
ら

◎
た
ま
く
ら

256

お
も
へ
と
も

お
も
へ
と
も

お
も
へ
と
も

お
も
へ
と
も
／
お
も
ふ
と

も

お
も
へ
と
も

お
も
へ
と
も

256

こ
よ
ひ
は
か
り
の

こ
よ
ひ
は
か
り
そ

こ
よ
ひ
は
か
り
そ

こ
よ
ひ
は
か
り
の

こ
よ
ひ
は
か
り
の

●
こ
よ
ひ
は
か
り
は

256

く
も
に

く
も
も

く
も
も

く
も
に

く
も
に

○
く
も
に

257

や
ま
や

や
ま
の

や
ま
の

や
ま
の

や
ま
の

◎
や
ま
の

257

く
く
る

く
く
る

く
く
る

く
く
る
／
く
る
る

く
く
る

く
く
る

259

う
す
こ
ほ
り
つ
つ

う
す
こ
ほ
り
し
て

う
す
こ
ほ
り
し
て

う
す
こ
ほ
り
つ
つ

う
す
こ
ほ
り
し
つ
／
う
す

こ
ほ
り
つ
つ

◎
う
す
こ
ほ
り
し
て

263

し
の
は
ら

さ
さ
は
ら

さ
さ
は
ら

し
の
は
ら

さ
さ
は
ら

◎
さ
さ
は
ら

264

よ
は
の
／
夜
の

よ
は
の

よ
は
の

夜
は
／
よ
は
の

よ
は
の

▽
よ
は
の

265

さ
え
く
れ
て

さ
は
か
れ
て

さ
は
か
れ
て

さ
え
く
れ
て

さ
え
く
れ
て

◎
さ
は
か
れ
て

265

こ
ほ
り
の
ね
や
に

こ
ほ
り
の
ね
や
に

こ
ほ
り
の
ね
や
に

こ
ほ
り
の
ね
や
に

こ
ほ
り
の
ね
や
に

●
こ
ほ
り
の
と
こ
や

268

さ
ひ
し

さ
む
し

さ
む
し

さ
ひ
し

さ
ひ
し

◎
さ
む
し

270

ゆ
き
の
う
ち
も

す
ま
ゐ
に
も

す
ま
ゐ
に
も

ゆ
き
の
う
ち
も

ゆ
き
の
う
ち
も

◎
す
ま
ひ
に
も

271

お
い

と
し

と
し

お
い

お
い

◎
と
し
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273

な
し
に
／
な
み
に

な
み
に

な
み
に

な
み
に

な
み
に

▽
な
み
に

273
か
へ
る
／
く
つ
る

く
つ
る

く
つ
る

く
つ
る

く
つ
る

▽
く
つ
る

276

な
み
に
し
ほ
る
る

な
み
に
し
ほ
る
と
／
な
み

に
し
ほ
る
る

な
み
に
し
ほ
る
と

な
み
に
し
ほ
る
る
／
そ
て

そ
し
ほ
る
る

な
み
そ
し
を
る
る
／
な
に

し
を
る
ら
む

●
な
み
の
し
ほ
る
と

279

ゆ
ふ
く
れ
／
ゆ
ふ
つ
ゆ

ゆ
ふ
つ
ゆ

ゆ
ふ
つ
ゆ

ゆ
ふ
つ
ゆ

ゆ
ふ
つ
ゆ

▽
ゆ
ふ
つ
ゆ

280

し
る

み
る

み
る

し
る

し
る

◎
み
る

281

わ
す
る
な
と

わ
す
れ
ね
と

わ
す
れ
ね
と

わ
す
る
な
と

わ
す
る
な
と

◎
わ
す
れ
ね
と

281

そ
ら

つ
き

つ
き

そ
ら

そ
ら
／
つ
き

◎
つ
き

282

く
さ
ひ
き
む
す
ふ

く
さ
ひ
き
む
す
ふ

く
さ
ひ
き
む
す
ふ

く
さ
ひ
き
む
す
ふ
／
ゆ
め

ひ
き
む
す
ふ

く
さ
ひ
き
む
す
ふ

ゆ
め
ひ
き
む
す
ふ

286

お
し
ま
／
と
し
ま

を
し
ま

を
し
ま

と
し
ま
／
を
し
ま

を
し
ま

▽
を
し
ま

287

あ
と

み
ち

み
ち

あ
と

あ
と

◎
み
ち

288

と
つ
へ
き
も
の
を

と
つ
へ
き
も
の
を

と
つ
へ
き
も
の
を

と
つ
へ
き
も
の
を
／
と
ふ

へ
き
も
の
を

と
つ
へ
き
も
の
を

と
つ
へ
き
も
の
を

289

や
ま
の
は
は

や
ま
さ
と
は

や
ま
さ
と
は

や
ま
の
は
は

や
ま
の
は
は
／
や
ま
さ
と

は

◎
や
ま
さ
と
は

290

ま
つ
み
つ

ま
ち
み
つ

ま
ち
み
つ

ま
つ
み
つ

ま
つ
み
つ

◎
ま
ち
み
つ

292

な
み
た

ま
く
ら

ま
く
ら

な
み
た

な
み
た
／
ま
く
ら

◎
ま
く
ら

293

つ
る
の

つ
る
の
／
つ
る
は

つ
る
の

つ
る
の

つ
る
の

△
つ
る
の

294

む
せ
ふ

む
せ
ふ
／
む
す
ふ

む
せ
ふ

む
せ
ふ

む
せ
ふ

⊿
む
す
ふ

295

は
か
な
し
や

は
か
な
し
や

は
か
な
し
や

は
か
な
し
や

は
か
な
し
や

い
（
は
歟 

筆
者
注
）
か
な

し
や

295

よ
を

よ
に

よ
に

よ
を

よ
に

◎
よ
に

296

た
つ
な
り
／
な
く
な
り

な
く
な
り

な
く
な
り

た
つ
な
り
／
た
つ
な
る

た
つ
な
り

▽
な
く
な
り

297

ま
つ
か
せ

ま
つ
か
け
／
ま
つ
か
せ

ま
つ
か
せ

ま
つ
か
せ

ま
つ
か
せ

△
ま
つ
か
せ
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299

ま
ち
み
む
／
ま
ち
け
む

ま
ち
み
む

ま
ち
み
む

ま
ち
け
む
／
ま
ち
み
む

ま
ち
け
む

▽
ま
ち
み
む

300
う
へ
に

す
ゑ
に
／
う
へ
に

う
へ
に

う
へ
に

う
へ
に

△
う
へ
に

300
ゐ
る
た
つ
も

ゐ
る
た
つ
の

ゐ
る
た
つ
の 

ゐ
る
た
つ
も

ゐ
る
た
つ
の

◎
ゐ
る
た
つ
の

300

み
つ
の
う
へ
／
み
つ
の
い

ろ

み
つ
の
い
ろ

み
つ
の
い
ろ

み
つ
の
い
ろ

み
つ
の
い
ろ

▽
み
つ
の
い
ろ

301

な
り
つ
く
す
ま
て

な
り
つ
く
す
ま
て
／
な
り

つ
く
す
と
も

な
り
つ
く
す
ま
て

な
り
つ
く
す
ま
て

な
り
つ
く
す
ま
て
／
な
り

つ
く
す
か
な

△
な
り
つ
く
す
ま
て

付
記　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
写
真
掲
載
に
つ
い
て
、
武
井
和
人
氏
の

御
配
慮
を
忝
う
し
た
。

�

（
お
く
の　

よ
う
こ
／
元
大
阪
工
業
大
学
教
授
）


